








要約:筆者らは 1978年より東京都立病産院において先天異常モニタリングを実施してきた

1996 年 1 月～9月までに得られたデータから、先天異常各疾患の発生頻度を算出して 1994

年、1995 年の発生率と比較検討し、増加の有無を調べた。その結果、いずれの異常にも

有意の増加は認められなかった。また、これらの先天異常発生の性別による差異について

過去の資料を含めて検討した結果、鎖肛、多指趾、腹壁破裂(臍帯ヘルニアを含む)、膀胱

外反には性差が認められた。前年からの懸案であった多発奇形の発生様態こついては器官

系統別に検討した結果、多くの器官系で、筋骨格系との合併率が高かった。多胎分娩の推

移については、当モニタリングにおいても増加の傾向は続いており、1979 年双胎 6.7/千

分娩、品胎 1/1 万分娩であったものが、1995 年にはそれぞれ 17.3/千分娩、7/1 万分娩に

増加していた。


